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 1　 カフェ・ル・ドームに通ったドイツ系の顧客については、この「リスト化」の試みがすでに行われている。
Annette Gautherie-Kampka, Les Allemands du Dôme. La colonie allemande de Montparnasse dans les années 1903-



































 3　 四つのカフェの位置関係や歴史については、主として次の資料を参考にした。Olivier Renault, Montparnasse. 





















































































 7　 Kiki de Montparnasse, Souvenirs retrouvés, Paris, José Corti, 1938, 2005, pp. 133-134.





































































































































15　 Jean Giraudoux, Siegfried et le limousin, in Oeuvres romanesques complètes de Giraudoux Tome 1, bibliothèque de la 
Pléiade, Gallimard, 1990, pp.763.
16　 この「キーパーソン」の選択はあくまで本稿執筆にあたっての恣意的なものにすぎない。
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にて、1903年から文学サロン「ラ・クロズリの火曜日」を主宰した。1905年から、サロンの機関
誌にあたる『韻文と散文』（Vers et prose）を刊行。そのための資金は、自らの蔵書を売却して作っ
たという。クロズリ・デ・リラは、モンパルナス大通りを、ヴァヴァンの交差点を越えて東に進ん
だ左手にあり、四つのカフェからものの 5分と近い。のちにヘミングウェイがここを仕事場とした
ことでも知られる。ポール・フォールといえば、1889年、演出家のリュニエ・ポーとともに芸術
座（1893年に制作座になる）という劇団を起こし、象徴主義に基づく実験的演劇を行った人物で
あるが、カフェでのサロンの主宰者が演劇という、本来的に複数の他ジャンルの人々の参加が表現
活動の大前提となる芸術に関わった人物でもあったことは特筆に値する。「ラ・クロズリの火曜日」
に集った文人の数はシュルレアリストなどの前衛文学者から小説家まで幅広く、ここに改めてその
名を連記することは避けるが、その中にあの『坐せる女』の著者であるアポリネールが含まれてい
たことは強調してもしすぎることはないだろう。
　そして、先ほどから何度か名前の出ている、藤田嗣治である。1913年にフランスにやって来た
あと、エコール・ド・パリの画家のひとりとして、モンパルナスに居住した。画家、作家、出版
人、在仏日本人との人的ネットワークを積極的につくるなど、祝祭空間としてのモンパルナスの立
役者のひとりである。確かなデッサン力を武器に、頼まれればあっという間に一枚描き上げてしま
う、まるでエンターテインメントのような描きぶりと開かれた人柄とで、彼の周囲は常ににぎやか
だった。絵描きとしても、様々な手法を隔てなく積極的に挑戦した彼は、人に対しても垣根をつく
ることがなかった。日本人は大抵、異文化のコミュニティに入るとその中心ではなく末端に遠慮が
ちに身を置くものだが、藤田の場合、例えばイベントの記念写真撮影では、フレームの中心に収ま
ることがとても多かった。
　さらに、渡仏後数年の間、極貧生活を余儀なくされた藤田は、ヴァシリエフの食堂で空腹を十全
に満たしたことが多かったであろう。1907年に渡仏、1912年にパリにアトリエをつくったスラヴ
系の画家マリー・ヴァシリエフは、第一次世界大戦中に看護婦として従軍後、1915年、戦争のた
めに困窮していた画家たち（モディリアーニ、ピカソ、ブラック、ザッキン、コクトー、フジタ、
マチス……）のための食堂をつくり、定食とワインを安価で提供したという。この画家たちがみ
な、モンパルナスのカフェの常連であったことは言うまでもない。彼女の存在が、画家たちの心を
互いに結び合わせたことが、カフェ文化における互助の精神に間接的に影響を与えた可能性は、十
分に想定できることである。
　そして最後に、ラ・ロトンドのオーナーであるヴィクトール・リビヨンにも言及しておく。1911
年からのカフェ・ラ・ロトンドの経営者であるリビヨンは、支払い能力のない客たちのために勘定
書きの内容を給仕たちに隠して書き換えたり、精算のためのレシートを隠匿しこっそり処分してし
まったり、画家たちにキャッシュではなく絵での支払いを許可したり、業務用のパンが届いた頃合
いに姿を消し金のない画家たちがそれを持って帰るのを見て見ぬふりをしたなど、気前の良さの代
名詞のような経営者であった。画家たちの多くは、敬意をこめて彼を「友人」と呼んでいた。
　こうしたキーパーソンたちの存在から見えてくるものは、カフェを存続させる文化システムの複
数性と、そのおのおののシステムが保持する自律性・柔軟性である。サービスの提供とそれを消費
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する客の存在という、通常の経営システムをはっきりと骨格に据えながらも、この骨格は必ずしも
それ単体でカフェという商売を継続させてはおらず、むしろそこに複数のシステムを接木するため
の、文字通りの骨格なのであった。カフェという有機体を存続させる血液となり身体となるもの
は、そこに関わる人々の自律性と、それらをつなぐ扇の要のような人々の存在であった。これらが
複合的に作用しあうことで、モンパルナスのカフェは時代の顔となったのであろう。
????
　1920年代パリ、きらびやかなショービジネスの世界が「表舞台」だとしたら、モンパルナスの
カフェはその「舞台裏」であったと冒頭で述べた。しかしこの表現が、ヴァヴァン交差点の本質を
全く捉えていないのはもはや明白であろう。カフェに集う人々は、そこでの居かたを自ら選択する
主体であって、ただ金を払い飲食物をサーブされるだけの受け身の存在ではなかった。経営する側
もまた、決まったマニュアルで店の運営をするのではなく、顧客ひとりひとりに個別の対応を行っ
たり、喧噪や混乱を一律に排除せずにカフェ文化を柔軟に維持したりした。空間のレイアウトも、
こうしたさまざまへの目配りの成果であったろう。そして、客の中でも画家や作家などの表現者た
ちは、カフェ文化を担う「主役」としての客や経営者たちについて、語り、伝える主体なのであっ
た。開かれ方、あるいは閉じ方が、柔軟に変化しつつ存在したこの四つのカフェは、むしろそこに
集う人々が「主役」の、真の「表舞台」だったと考えるべきである。
　キキがホールへのアクセスを許される契機となったというボロボロの帽子を、一般客の女性がか
ぶっていたとしたら、その女性は、キキが許されたのと同様に、ホールに入ることを許されたであ
ろうか。そもそも、客の中の男女比はどの程度で、女性客にはどういった層が多かったのであろう
か。「一般客」とは誰か。こういった問いを精査したくなるのは、そこを「表舞台」としたのが、
作家たち、画家たち、画家のためにポーズを取ったモデルたちだけではなかったからである。彼ら
によって生まれた表現や作品を受け止めた同時代の人々も、カフェ文化の周縁をささえた立役者で
あったに違いない。そして、混沌という「秩序」を選択し続けて存在したカフェ文化を 21世紀の
視点から見つめなおし、一つ一つ丁寧に整理・分析し、自らの日常に生かす方法を当事者として私
たちが論じるとき、私たちもまた、カフェ文化的なものを今に伝える「当事者」となるかもしれな
いのである。

